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【背景と目的】 

  日本における国際看護学は、現在の指定規則では統合分野の中に

位置づけられており、各校は授業に取り入れている。しかし、国際

看護学関連の科目が全国で十分に教授されているとは言い難い。こ

の状況の背景には、国際看護学で取り扱う内容が多岐にわたり、そ

の全ての範囲を教授できる人材が少ないという特性がある。従って、

多くの看護師養成機関において国際看護学教育は限局されていると

予測される。そのため、全国の看護師養成機関で教授の強化が求め

られている内容を明らかにし、その内容を補完する教材の作成が期

待される。 

 そこで本研究では、日本における国際看護学教育に関する文献の

検討を行い、その研究動向などから日本の国際看護学教育で強化・

補完が必要な分野の示唆を得ることを目的とした。 

【方法】 

 文献検索エンジンは，医学中央雑誌 WEB版，およびCiNiiを用

いた。キーワードは「国際看護×授業」「国際看護×カリキュラ

ム」「異文化看護×授業」「異文化看護×カリキュラム」「多文化看

護」「多文化看護×授業」「多文化看護×カリキュラム」とした。

2010年1月から2020年7月までの10年間を検索期間とし，会議

録を除いた。重複した文献を整理し、抽出された113件のタイトル

およびアブストラクトを読み、研究目的に合った37件の論文を対

象文献とした。文献は、①題名②著者名 

③掲載雑誌④発表年号⑤研究目的⑥科目名⑦方法⑧結果・考察 

⑨備考の内容で文献カードを作成した。 

 本研究は、すでに公開されている文献を対象としているため、研

究者所属機関の研究倫理審査を受けてはいない。 

【結果】 

対象となった文献の内容と文献数を表1に示す。 

 

 

 

研究の動向として、「各大学における国際看護学教育の現状報告」

など、科目実施の報告及び演習実施の報告や、「海外看護研修報

告」が全体の約半数を占めるなど最も多かった。研修報告の中で

は、日本では宗教について考える機会が少なかったが、海外では患

者の宗教についてのアセスメントは必須であることを学生は学んで

いた。続く「国際看護・活動に対する学生の意識調査」では、学生

の多くは、渡航経験を持たず、言語に対する不安を抱えており、こ

のことが国際活動に対する関心の薄さにつながっていると指摘され

ていた。学内において日常的に国内外の異文化に接する機会を設け

ることで、関心のない学生に対する刺激となる可能性が示唆されて

いた。「国際看護教育の研究動向」において、全国の看護系大学に

おける国際看護学に関する教育実施状況の調査では、教育内容が途

上国での協力活動が中心となっており、在日外国人医療という内な

る国際化への教育が不足していることが指摘されていた。また一貫

した教育方法が存在しないため、担当する教員の考え方によって、

授業目標・授業内容・教材に差がみられていることが指摘されてい

た。 

【考察】 

研究の動向として、授業・演習・海外研修の実践報告が多くを占

めていることから、国際看護学の教授方法は、学問として体系的な

研究がされていないことが示唆された。 

 近年、日本における在留外国人の数は増加傾向にあり、これらの

人々が日本国内の病院を受診する機会も増えていくことが予測され

るため、在留外国人に対する医療の授業の充実が求められる。今後

多くの外国人患者と接するにあたり、宗教に対する理解やアセスメ

ントを行う能力の強化なども必要といえる。 

 またより多くの学生に興味を持ってもらうためには、学生が抱え

ている言語・異文化への壁を取り除くような授業が求められている

といえる。語学面のフォロー・強化や、留学生・研修生の受け入れ

や交流など、学内で異文化体験ができる機会を持てる工夫が必要で

ある。 

【結論】 

 国際看護学において、教授方法の体系化が求められている。今後強

化の必要な内容として在留外国人医療や宗教への理解、学内での異

文化体験の機会、語学学習の強化が挙げられた。 
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表1　対象文献の内容及び文献数

国際看護学の科目実施状況調査

米国異文化看護プログラムの紹介

EPA教育の課題

文献内容

9

8

7

4

各大学における国際看護学教育の現状報告

海外看護研修報告

国際看護・活動に対する学生の意識調査

大学院教育

国際看護学教育の研究動向

留学生受け入れプログラム
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